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「総合検査案内2014」
訂正のお知らせ

拝啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　平素は格別のお引き立てをいただき、厚くお礼申し上げます。
　さて、既に発行しました『総合検査案内2014年度版（A4版）』に掲載している
検査要項の一部の記載を訂正しました。
　謹んでお詫び申し上げますとともに、正誤のご案内をさせていただきますので、
何卒ご了承の程宜しくお願い申し上げます。

敬具

記

対象項目

● 【冷却遠心マーク】の記載漏れ（項目名称は別表に記載）

● ［25527］HPVジェノタイプ判定

● ［25483］HPV型別

● ［25925］プレセプシン
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分野名 頁 入力（項目）コード 検査項目名

生化学検査
P6

01345 アミノ酸分画〈血漿〉
05632 アミノ酸11分画〈血漿〉

P7
01158 ケトン体分画〈静脈血〉
05186 ケトン体分画〈動脈血〉

薬毒物検査 P29 01617 L－ドーパ

内分泌学検査

P36
02997 副腎皮質刺激ホルモン（ACTH）
25979 バゾプレシン（AVP）
00919 オキシトシン

P37
07006 副甲状腺ホルモンwhole（wholePTH）
01112 副甲状腺ホルモンintact（PTH－intact）
04789 副甲状腺ホルモン関連蛋白intact（PTHrP－intact）

P39
00932 カテコールアミン3分画〈血漿〉
00969 ドーパミン・総
00971 セロトニン〈血漿〉

P40

00990 血漿レニン活性（PRA）
02946 レニン濃度（PRC）
03369 アンジオテンシンⅠ
03370 アンジオテンシンⅡ

P44
25859 膵グルカゴン
03922 ヒト心房性Na利尿ペプチド（hANP）

免疫血清学検査 P74 25925 プレセプシン

血液学検査 P132
01324 β－トロンボグロブリン（β－TG）
01348 血小板第4因子（PF－4）

研究検査 P174 05263 トランスフォーミング増殖因子－β1（TGF－β1）

頁 入力（項目）
コード 検査項目名／その他 訂正箇所 正誤情報

P66 25527 HPVジェノタイプ判定
材料（LBC用採取液）
についての注釈

※1もご参照下さい

誤
液状細胞診（LBC：Liquid Based Cytology）実施済
みの検体をご提出される場合はコンタミネーションに十
分ご注意下さい。
また、その際は液状細胞診の商品名をご記入下さい。

正

液状細胞診（LBC：Liquid Based Cytology）実施済
みの検体をご提出される場合はコンタミネーションに十
分ご注意下さい。
（コンタミネーション防止のため、先に必要量を分注い
ただく方法を推奨致します）

P66 25483 HPV型別 HPVジェノタイプ判定と同様の正誤です

P74 25925 プレセプシン
採血容器の番号

※2もご参照下さい

誤
 10（ヘパリン容器）
 ↓
 02

正
 14（内分泌学用容器）
 ↓
 02

P236
容器番号81 液状細胞診（LBC）

婦人科用（ThinPrep）
容器の販売会社

誤 オリンパス

容器番号83 液状細胞診（LBC）
非婦人科用 正 ホロジック・ジャパン

裏表紙 拠点一覧 東北営業部 拠点名称
誤 東北営業部

正 東北エリア

「冷却遠心」対象項目一覧
下記は、冷却遠心の対象項目です。（計24項目）
下記については、【冷却遠心マーク】　　の有無にかかわらず、冷却遠心をお願いします。冷遠

その他の正誤一覧

※１・・・商品名が必要な項目は、"HPV《ハイブリッドキャプチャー法》"と"HPV簡易ジェノタイプ判定"の2項目です。
※２・・・但し、当該項目は、10番（ヘパリン容器）、14番（内分泌学用容器）いずれの採血管を用いても検査可能です。

2014年版総合検査案内　正誤表


